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本
書
は
、
こ
れ
ま
で
一
九
八
八
年
以
来
各
種
学
術
雑
誌
に
発
表
し
て
き
た
論
考
に
、
新
稿
二
本
を
加
え
、
全
面
的
に
改
稿
・
再
構
成
し
て
な
っ
た
も
の
である。
そ
の
書
名
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
「
主
と
し
て
幕
藩
制
国
家
諸
段
階
に
お
け
る
幕
府
代
官
制
度
や
幕
領
政
策
を
、
幕
領
支
配
の
拠
点
で
あ
る
代
官
陣
屋
を
中
心
と
し
た
視
角
か
ら
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
のである」（本書「あとがき」より）。
三部からなる本書の構成を、まず左に示す。
〈書評と紹介〉
西
沢
淳
男
著
『幕領陣屋と代官支配
付
録
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
「
幕
領
代
官
・
陣
屋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
』
序
章
幕
領
・
代
官
研
究
の
成
果
と
課
題
第
一
部
全
国
的
陣
屋
支
配
と
政
策
的
位
置
第
一
章
代
官
陣
屋
の
形
成
と
政
策
的
位
置
第
二
章
地
域
別
代
官
就
任
者
に
み
る
陣
屋
の
特
質
第
三
章
郡
代
・
代
官
就
任
者
に
関
す
る
分
析
付
論
代
官
お
よ
び
陣
屋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
つ
い
て
第
二
部
関
東
代
官
の
支
配
と
特
質
法
政
史
学
第
五
卜
三
号
小
口
雅
史
序
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
幕
府
直
轄
領
・
郡
代
な
い
し
代
官
研
究
の
梗
概
を
述
べ
、
当
該
分
野
に
つ
い
て
の
今
後
の
課
題
と
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
の
本
書
の
構
成
と
視
角
を
論
じ
る
。
第
一
部
で
は
、
中
後
期
の
陣
屋
支
配
と
代
官
就
任
者
に
つ
い
て
、
全
国
的
規模で分析を行う。第一章では陣屋に焦点を当てる。その存在形
態
に
つ
い
て
、
初
期
の
設
置
の
場
合
に
は
在
方
町
や
私
領
収
公
に
よ
る
施
設
が
利
用
さ
れ
た
が
、
中
後
期
の
郡
中
一
統
の
願
い
出
に
よ
る
陣
屋
は
、
諸
御
用
勤
仕
に
適
す
る
よ
う
に
一
般
村
落
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
幕
府
財
政
悪
化
に
よ
る
行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
本
陣
屋
が
削
減
さ
れ
た
が
、
逆
に
出
張
陣
屋
が
増
え
る
な
ど
、
陣
屋
に
対
す
る
財
政
政
策
は
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
第
二
章
で
は
、
就
任
代
官
に
よ
っ
て
陣
屋
の
特
質
を
分
析
す
る
。
初
期
の
幕
領
設
定
・
拡
充
に
と
も
な
う
陣
屋
設
定
で
は
、
第
一
章
関
東
代
官
就
任
者
に
関
す
る
分
析
第
二
章
幕
政
改
革
期
の
陣
屋
支
配
第
三
章
幕
末
期
、
幕
府
代
官
の
実
相
ｌ
代
官
竹
垣
直
道
日
記
を
素
材
に
し
て
’
第
三
部
信
濃
国
幕
領
と
代
官
支
配
第
一
章
信
濃
国
幕
領
の
成
立
と
陣
屋
の
形
成
第
二
章
近
世
後
期
御
影
陣
屋
の
取
締
政
策
に
つ
い
て
Ｉ
関
東
と
の
関
係
か
ら
み
て
’
第
三
章
郡
中
代
（
割
元
）
と
組
合
村
あ
と
が
き
索
引
五
○
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軍
事
・
財
政
・
交
通
等
に
お
け
る
任
務
を
考
慮
し
て
代
官
が
配
置
さ
れ
た
が
、
中
後
期
に
な
る
と
、
代
官
職
は
通
常
の
役
職
と
同
様
に
地
方
官
と
し
て
の
一
つ
の
ポ
ス
ト
に
な
り
、
就
任
・
昇
任
ル
ー
ト
が
確
立
し
て
い
っ
た
結
果
、
陣
屋
に
自
ず
と
序
列
が
生
じ
た
と
い
う
。
デ
ー
タ
の
揃
っ
て
い
る
陣
屋
に
つ
い
て
仮
の
ラ
ン
ク
付
け
も
試
み
て
い
る
。
第
三
章
で
は
、
郡
代
・
代
官
就
任
者
に
つ
い
て
、
就
任
者
の
家
禄
・
前
歴
。
（
郡
代
・
代
官
の
）
経
験
率
、
後
歴
や
死
亡
・
転
職
率
、
昇
進
状
況
を
分
析
し
、
ま
た
美
濃
郡
代
・
西
国
筋
郡
代
・
飛
騨
郡
代
就
任
者
の
分
析
、
さ
ら
に
は
代
官
世
襲
率
の
低
さ
の
検討を行う。また以上の分析には欠かせない、「代官および陣屋
データベース」の構築について、付論で詳細に解説する。
第
二
部
で
は
、
江
戸
幕
府
の
政
治
的
・
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
関
東
の
代
官
に
焦
点
を
当
て
る
。
第
一
章
で
は
、
関
東
代
官
・
江
戸
廻
代
官
・
馬
喰
町
御
用
屋
敷
語
代
官
就
任
者
の
前
職
や
後
職
、
そ
の
年
次
的
傾
向
を
分
析
す
る。第一部第三章で論じた全国的傾向とおおむね一致するが、幕
府権力基盤の中枢的位置にあることから、より重要性が増し、経
験豊富で実績を持つ代官が関東に結集させられていったという。
また明確なエリートコースもここに形成されていったとする。第
二章では、幕政改革期の勘定所の動向と陣屋支配の展開を考察す
る。そこでは微禄御家人の積極的登用をはかるなど、関外幕領と
は異なった政策が展開されていったという。第三章では、幕末期
の世襲代官であった竹垣三右衛門直道の「代官日記」を素材に、
関東代官の職務と勤務形態・諸手続とその対応・代官組合などに
ついて論じる。
第
三
部
で
は
、
幕
領
の
個
別
性
の
問
題
を
信
濃
国
幕
領
の
成
立
・
形
成
過
書
評
と
紹
介
程
か
ら
、
幕
藩
制
の
諸
段
階
に
お
け
る
政
策
史
的
意
義
を
中
心
に
論
じ
る
。
第
一
章
で
は
地
方
支
配
の
転
換
期
で
あ
っ
た
寛
文
期
に
、
広
域
支
配
を
行
う
「
代
官
群
」
に
よ
る
支
配
形
態
が
解
消
さ
れ
、
拡
大
期
で
あ
っ
た
元
禄
期
に
は
他
国
代
官
に
蚕
食
さ
れ
る
よ
う
な
支
配
形
態
に
な
り
、
享
保
期
に
は
急
速
に
陣
屋
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
て
、
信
州
四
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
一
陣
屋
を
設
定
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
章
で
は
、
御
影
陣
屋
の
取
締
政
策
の
推
移
を
、
関
東
の
諸
政
策
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
、
信
州
の
他
の
陣
屋
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
関
東
追
従
の
施
策
がとられたことを明らかにする。第三章では信州幕領における御
用を請け負った中間支配機構（割元・割場・郡中惣代・郡中代）
の成立と名称の変遷や組合村構成を比較検討し、天明九年令にそ
の転機があったことを明らかにする。
以上のように、本書は全体として、これまでまとまった史料が
残存しないことから全国的な代官・陣屋の変遷といった基礎的作
業すら行われてこなかった研究状況を打破すべく、パソコンによ
るデータベースを活用して、新たな分析・統計作業をもとに研究
を
展
開
す
る
と
い
う
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
新
し
い
研
究方向が開かれたといえよう。
代官史料や勘定所史料は、代官が幕府職制上低位であったり、
ま
た
幕
府
滅
亡
等
に
よ
っ
て
、
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
現
存
し
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
従
来
は
、
特
定
年
次
の
デ
ー
タ
や
代
官
に
関
し
て
は
、
史
料
的
に
問
題
の
あ
る
「
武
鑑
」
に
の
み
依
存
し
た
研
究
が
な
さ
れ
、
基
礎
的
な
データ分析はまったくなされてこなかった。著者は、そこでパソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
蓄
積
と
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
な
る
。
評
者
は
近
世
史
五
一
Hosei University Repository
はまったくの門外漢であるが、編集担当者が私に本書の書評を依
頼してきたのは、ひとえにこの点を重視したからであろう。残念
ながら評者は所用で参加できなかったが、本年七月に開催された
情報知識学会人文・社会科学系部会の「第二回歴史研究と電算
機利用ワークショップ」でも、著者による本データベース構築と
そ
の
研
究
利
用
法
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
問
題
について少しくふれておきたい。
著
者
が
構
築
し
た
の
は
全
国
的
な
代
官
の
任
免
や
移
動
、
各
陣
屋
の
代
官
変
遷
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
陣
屋
に
関
す
る
情
報
を
集
め
た
グ
ル
ー
プ
と、代官個人に関する情報を集めたグループとにわけて、多対多
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
構
築
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
を
起
動
す
る
と
、
ま
ず
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
陣屋で検索するか、郡代・代官で検索するかを選択する。
陣
屋
を
選
択
し
た
場
合
は
、
陣
屋
所
在
国
・
本
陣
屋
名
・
出
張
陣
屋
名
を
入力する。該当データがヒットすると、陣屋情報画面に変わり、
国
名
・
陣
屋
名
・
現
市
町
村
名
・
郡
代
代
官
名
・
赴
任
年
・
同
西
暦
・
離
任年・同西暦・備考が表示される。
郡代・代官を選択した場合は、基本検索として郡代・代官名ま
た
は
そ
の
フ
リ
ガ
ナ
で
、
ま
た
拡
張
検
索
と
し
て
、
前
職
前
歴
・
後
職
後歴・発令年（西暦）・離職年（西暦）・特定期間・備考などを指
定できる。該当データがヒットすると、郡代・代官情報画面に変
わ
り
、
郡
代
代
官
名
・
別
称
・
フ
リ
ガ
ナ
・
前
職
前
歴
・
発
令
年
・
同
西
暦
・
後
職
後
歴
・
離
職
年
・
同
西
暦
・
最
終
役
職
・
郡
代
就
任
年
・
同
西
暦
・
布
衣
・
同
許
可
年
・
諸
大
夫
・
叙
爵
年
・
家
禄
・
寛
政
重
修
諸
家
譜
法
政
史
学
第
五
十
三
号
（巻頁）・代官所経歴・備考・代官赴任地が示される。
たしかにこれは便利である。検索用フォームは簡潔にまとめら
れ、初心者でもなじみやすい。この構成だとまずヘルプは不要で
あろう。陣屋については、陣屋別の就任者が一覧できるホームに
なっているし、代官については、レコード一つ一つがその代官の
履歴書となるホームが構成されている。欲を言えば、代官名につ
いて通称と別称とを、どちらから引いても一度ですむテーブルを
裏で動かしてほしいと思うが、これは別になくてもさほどの手間
ではない。これによって、年次的変化は一目瞭然であり、また統
計処理もかなり容易になる。これがさらに年次をさかのぼり、ま
た新たに見つかった史料の追加が進めば、その精度はさらに高ま
るに違いない。今後の当該分野の研究発展にもたらす効用は計り
知れない。まさに学界の慶事である。
さて、このマクロは、ロータス社のアプローチ肌で作成され、
後にマイクロソフト社のアクセス（’九九六年版）に移植された
も
の
だ
と
い
う
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
は
初
心
者
で
も
問
題
な
く
進
む
で
あ
ろ
う
。
た
だ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
イ
ン
ス
ト
ゥ
ー
ル
後
の
起
動
方
法
が
書
い
て
な
い
。
も
ち
ろ
ん
あ
る
程
度
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
…
（
あ
る
い
は
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
で
…
）
と
い
う
ことは気がつくであろうが、本書をみてはじめて取り組んだ人は
し
ば
ら
く
困
惑
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
評
者
の
ま
わ
り
に
は
こ
の
手
の
相談を持ち込む知人が多いので、ここだけは少し気になった。ま
た
現
在
出
回
っ
て
い
る
ア
ク
セ
ス
二
○
○
○
（
あ
る
い
は
そ
の
前
の
ア
ク
セ
ス
Ｗ
等
で
も
同
様
）
で
読
み
込
む
と
、
こ
の
ま
ま
で
は
永
久
に
起
動
す
る
た
五
一
一
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び
に
、
「
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
以
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
ア
ク
セ
ス
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
」
云
々
の
表
示
に
見
舞
わ
れ
る
。
そ
れ
を
直
す
た
め
に
は
、
ス
タ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
を
訂
正
し
、
リ
ン
ク
先
の
フ
ァ
イ
ル
名
を
、
新
し
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
フ
ァ
イ
ル
相
当
名
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
初
心
者
に
は
少
し
困
難
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
デ
ー
タ
の
追
加
修
正
と
と
も
に
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
パ
ッ
チ
フ
ァ
イ
ル
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
ア
ク
セ
ス
の
マ
ク
ロ
の
仕
組
み
自
体
の
問
題
で
も
あ
る。アクセスがウインドウズのデータベースの最大シェアを確保
し
て
い
る
い
ま
と
な
っ
て
は
、
ア
ク
セ
ス
の
マ
ク
ロ
で
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
のは当然であるが、ＤＯＳ時代には、日本のデータベースは国産
の桐（管理工学研究所）が最大シェアを誇っていた。事実、この
ソ
フ
ト
は
マ
ク
ロ
（
桐
で
は
。
括
処
理
」
と
い
う
）
を
日
本
語
で
組
む
こ
とができ、データの日本語処理にかけては、他の追随を許さない
も
の
で
あ
っ
た
。
桐
の
一
括
処
理
で
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
あ
っ
て
も
今
回
の
例
の
よ
う
な
不
具
合
は
起
こ
っ
た
こ
と
が
な
い
。
現
在
で
は
桐
も
よ
う
や
く
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
版
が
そ
こ
そ
こ
安
定
し
て
動
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た。この分野でも競合による技術進歩の加速を期待したい。ＷＩ
Ｎ版桐の特徴は、アクセスがクエリーを通してデータを処理する
のに対して、一部のリレーションを除いてほとんどの機能は表編
集ウインドウで会話形式でデータ処理できるところにある。ＤＯ
Ｓ版以来の、桐の日本語処理にこだわる伝統であろう。もっとも
ここが評価の大きな分かれ目でもある。
ま
た
著
者
は
、
Ｈ
Ｐ
で
の
デ
ー
タ
公
開
と
、
そ
の
補
充
訂
正
に
つ
い
て
も
書評と紹介
き
ち
ん
と
そ
の
可
能
性
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
点
を
重
視
す
る
の
ならば、ＨＴＭＬファイルとうまく連携してデータベースを構築
で
き
る
、
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
社
の
フ
ァ
イ
ル
メ
ー
カ
ー
プ
ロ
も
有
力
な
ソ
フト選択肢の一つである。
また一部、ほんのわずかであるが外字が使用されていて、この
部
分
は
表
示
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が、公開法としては若干問題があろう。外字使用を避ける手段と
して、現在ではエーアイネット社の〈巫日文字鏡がもっとも有力な
手段である。アクセスの現在のバージョンでは、このソフトが活
用
で
き
る
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
今
昔
文
字
鏡
の
フ
ォ
ン
ト
は
無
償
で
あ
る
。
今
後
の
活
用
法
の
一
つ
し
て
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
手
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
今
後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
公
開
さ
れ
、
史
料
の
追
加
訂
正
情
報
も
世
界
中
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
ベ
ー
スの精度は飛躍的に高まっていくであろう。著者のこの分野での
ますますのご活躍を祈念して、欄筆させていただく。
な
お
門
外
漢
故
の
誤
り
が
多
い
こ
と
を
お
そ
れ
て
い
る
。
著
者
並
び
に
読
者諸賢のご海容を請いたい。
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